
カテゴリ 項目 内容

タイトル
ふるさと納税を通じて、地域・ひとの魅力をブランド化！

～原発事故・全町避難から、地域住民主体のまちづくりの先進地へ～

【ふるさと納税事業】

ふるさと納税を通じた地域の魅力発掘・商品開発・事業運営

１．ポータルサイトの説明文・写真の充実化

２．生産者や事業者と連携した返礼品のブラッシュアップ

３．地域住民や生産者等との連携した特産品及び返礼品開発

４．楢葉町のふるさと納税をPRするための広報物作成・情報発信・イベント出展等

５．町の置かれた現状や課題を洗い出し、GCF（ガヴァメントクラウドファンディング）等を

       活用した返礼品立案と事業運営

【まちづくり事業】

地域住民主体のまちづくりを促進する各種事業運営

１．地域住民と日常的なコミュニケーションを図り、コミュニティづくり及び主体性を尊重した

       持続発展性のある活動を展開するための企画・運営。

２．地域組織との連携を通じたまちづくりを展開するための企画・運営。

３．町外からのチカラを活かしたまちづくりの企画・運営。

【その他】

1．一般社団法人ならはみらいが実施する事業

募集職種 一般社団法人ならはみらい契約職員（地域おこし協力隊）

雇用形態

契約職員

※この募集で採用された方は、楢葉町の地域おこし協力隊員制度での着任となります。

※着任後、一般社団法人ならはみらいと雇用契約を締結することになります。詳細は面接時に説明。

※協力隊員制度終了後、正社員登用の可能性有。

勤務場所 福島県双葉郡楢葉町「一般社団法人ならはみらい」オフィス（みんなの交流館ならはCANvas）内を想定

勤務時間
シフト制　8：30～17：15　13：00～21：45　１日：７時間45分

※シフトに基づき土日祝日に勤務することがあります。

休日　シフト制（同一月内の土日祝日の日数を付与。）　概ね年間120日

有給休暇　初年度12日付与　２年目１16日付与　３年目20日付与（４月１日で更新　）

その他　夏季休暇５日　年末年始（12/29～1/3）

就業期間 採用日から最大3年間（毎年４月１日ごとに契約更新）

年収：312万円～600万円（能力、経験により当法人給与規程により算定）

※年収には、給与・賞与・住宅手当（上限27,000円）を含む。

超過勤務手当は別途支給。交通費は当法人規程に基づき支給。

社会保険 健康保険（協会健保）・厚生年金・雇用保険・労災保険

研修制度 業務研修、健康経営研修、OJT。就業後は、企画事業係に所属し、係長の指導の下に一般職員と同様に育成していきます。

応募資格

(1)3大都市圏または政令指定都市など都市地域に居住している方　※詳しくはご相談ください

(2)委嘱後に住民票を楢葉町に異動し、居住できる方

(3)普通自動車運転免許(AT限定可)所持又は着任までに取得可能な方

(4)以下に該当しない方

ア.成年被後見人又は被保佐人、被補助人である方

イ.禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方

ウ.日本国憲法又はその下に成立した政府を武力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した方

エ.反社会的勢力の構成員または脱退して5年以内の者

募集する人材像、

スキル

・地域住民や地域事業関係者 など多様な方々とコミュニケーションをおこなうことができる方

・協調性があり、報告、連絡、相談を密にできる方

・創意工夫し課題解決の努力がで企画・事業作りにチャレンジしたい方

・まちづくりや地域活性化に関心のある方。

・目標達成にコミットできる方

・ワード・エクセルやパワーポイント等、サイトの運営企画業務及びプレゼンテーションに必要なPCスキルがある方

・広報・PR・マーケティングに関心のある方

募集期間 2022年10/1～12/31

採用予定人数 1名

選考方法

書類選考（履歴書・職務経歴書）、WEB面談（１回）、面接試験（１回・現地訪問）

＜問い合わせ・書類の送付先＞

〒979-0604　福島県双葉郡楢葉町大字北田字中満260番地（みんなの交流館ならはCANvas内）

一般社団法人ならはみらい事務局　総務係長　西出貞善

℡　0240-23-6771　s_nishide@narahamirai.com

求人票

一般社団法人ならはみらい

具体的な活動内容

概要

休日休暇

給与・報酬

◆全町避難と先行きが見えない日々。“自分”と向き合い、選択と行動を重ねて。

福島県双葉郡楢葉町。山菜やキノコが採れる山々、サケが遡上し多様な生き物が生息する木戸川、

全国からサーファーが集う太平洋に面した岩沢海岸。

寒暖差も少なく、1年を通して過ごしやすい気候に恵まれた自然豊かな地域です。

―2011年3月11日。東日本大震災による地震・津波の被害に加え、原子力発電所事故の発生に伴い、

約8,000人の全町民が町外への避難を余儀なくされました。

「すぐに帰れると思っていた」

あの日から避難指示が解除されるまで、約4年半もの月日を要しました。

長期化する避難生活を送る中で、町民の気持ちは少しずつ変化します。戻る、戻らない、戻りたい、戻れない・・・。

“わたしはどう生きたい?”

足元の暮らしの在り方を問い続け、不安や葛藤、ふるさとへの想いと共に、一歩ずつ歩んできました。

◆一度、失いかけたからこそ再認識した「ふるさとへの想い」。

当たり前にそこにあった、ふるさとや暮らしを追われるという経験を経て、自分の中にあったふるさとへの想いを再認識し、勇

気をもって行動する覚悟をした人たちがこの町にはたくさんいます。

そんな、かけがえのないこの地域の魅力を、ふるさと納税関連業務を中心としたまちづくり事業を通じて、

目に見える形にしていく仲間を募集します。

地域住民自身がやりがいをもって続けていくための「こころを育てていくこと」を大切にできる方との出会いを

期待します。

概要


